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I・ 梁やコンクリー トllせ l」 年の■

オ命化のためには 適切な:け十管理

が必要となる そのための 一千法 と

して非破収検イ:がある

投社Fl法 人,単性ル診
"i技

術協会

では ,Ⅲ性波を利
'日

した非破凛検■
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握するための診1奸技 lJの「H充 向上
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により
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実社を挙げている

ここに活動の一部をイ″介する
ll湾 柵■供入れヽさ淑lt技術■進

分r会では lti,お ょびlr設 の防i雙

柵ヽの根入れ長さを 文柱を,き 抜

かすに 引叩:ル を不l lllし た‖1定装置

によリ リ賊 彙で測定する技術を月

発している

実施に

'(た

つては 協会の装 lⅢ 認

,と ,一サである「NST 2理 渋出
'1〕

人ヽ

れ深さ洲J定装 F[」 をlt力 |す る その

Lt理 は 支卜1の地上に,=1出 した L il

にセットしたセンサーから引1ヤL泄 (l・

計波)を 発状 し その振」uが文■ lle

人れ日
'の

先コ1に反均1し ,1びセンサー

にルtっ て くるまでの1+11を 洲1定 し

Jt入 れ長さを:「,す るものである

協会では社会

"J義
のある詞洲1■

|け について lJil・111'に 認定するよう

にしている また111す に 洲1,こ 技術

者の技 ll泄イ会およびその技術認定

も地11'施 している ヽ而iの 技術計

習会のりillL Ftは 下記のとお りであ

る
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遮熱性舗装ブロック オーシャンクールテックを開発

でおり 都 1,部 を中心に

''要

の拡大

を図る意向である

ォーシャンクールテックの連熱効果

ブロックには高反ll十 trが塗布

されている 人サからお く

'い
ホタト

根はこの■膜により反11さ れ mi装
のよ面i‖ 1●は低 下され 路山iの イ1熱

が抑市!さ
'tるオーシャンクールテックの特長
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,■ 熟
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ている

プロック■面凸部が′度を保泄す

るので一部4膜が判糸しても 辿

熱機|ヒ は■川‖l保,十 される

(aメ ンテナンスフリー

腋水や強11'作水などを必要とせ

ず 遮熱′収がプロック去面に作

在する限 り ■川1い1)L熱効果が■

0・・
される

に品質の安定性 施工性
プロックのすべ り抵抗引:■ はも

ちろん llL工 ■り1に おいても従

来のプロック製
『

,に 変わらない安

定した計,質力ilt供 される
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影が光の均|し りt合で微l1/に 変わ

る I十の流れ 季1,の 形ろいなど

を,し すヽ直よく ltし ‖|し ながら F市人

miが様々に変化し 川辺の,t観 に

lL妙 に,1イIする
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人平洋プレコンエ業111で はこのほ

ど延熱聖L・l装 プロック オーシヤン

クールテックを,1発 し 本格1,な I
業活動を開始した

近4iの ヒー トアイランド」ll,の 広

が りを,けて ■迪部の■栞性衛

'■は すでに■

":1'に

各地で展 |‖ され

ているが 「1社では歩道分llの 迎熱

llプ ロック島:業 にいち ilく llyり 利lん
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